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中期答申の評価

• 「十分性」は言い得て妙
• でも、突然出てきたのはなぜ？

• 働き方・家族像の変化→指摘しただけ？
• 「現行の課税の仕組みは勤続年数が長いほど厚く支給される退職金の
支給形態を反映したものだが、近年は支給形態や労働市場における
様々な動向に応じて税制上も対応を検討する必要」

• 「家族や働き方を巡る様々な議論を踏まえ、公平・中立な税制を構築
する観点から配偶者控除・配偶者特別控除のあり方も検討する必要」

• あまりにも政治的な会議運営？
• ことしに入ってからの審議日程はなにを意味するのか
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政府税調中期答申から



答申に欠けている視点
（グラフは23年7月2日 日経電子版から）

• ポスト一体改革を提起する好機
だった
• 税と保険料をトータルで考える視点が弱い

• 累積した財政赤字の落とし前をいつ、だれ
が、どうつけるのか

• 独立財政機関など歳出・歳入を中立的な観
点からチェックする仕組みへの言及がない

• マイナンバーを活かした資産把握への言及
がない
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内容は国民のコンセンサスとなるか
どうすればなれるか

多数に読んでもらうために

資料・史料としての価値は大きい

税調委員が手分けして全国行脚したらどうか
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今後のあるべき税制とは
なぜ税制改革が必要か

• 政府の役割とサイズの再定義を

• 低負担・低福祉

• 中負担・中福祉

• 高負担・高福祉

• 現状は？
• 中負担・高福祉

• このままだと将来は？
• 高負担・低～中福祉
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7財務省サイトから
https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/futanritsu/sy202302b.pdf


